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　　　　　　　　　　風力発電出力予測の 高度化

　 一 再生可能エ ネル ギー
大量導入 時の 電力需給運用 に向けて 一

門倉真二 ＊

、野原大輔、大庭雅道、橋本篤、中尾圭佑、服 部康男、野村光春、

　　　 杉 本聡
一

郎 、 吉田義勝 、 平 口博丸 、 小林広 武 （電 力 中央研 究所）

1．序

　固定 価格買い 取 り制度（FIT）を背景に太陽光発

電（PV ）や 風力 発電 の 導入が進んで い るが 、
こ れ ら

変動性電源の 占める割合 が増える と、電力系統の

安定性 へ の 影響が懸念 され る 。 そ の た め 、気象予

測や数理的な手法を用い て、PV や風力 の発電出

力を予測 し、その 変動に対応 し た電力の 需給運用

計画 を立 て る こ とで 系統の 安定化 をは か る研 究

が行われ るよ うになっ た。

　電力中央研究所で は、欧州に比べ て複雑な地形

に ある 日本 の ウィ ン ドフ ァ
ーム の 発電出 力を的

確 に予測するため の シ ス テ ム NuWFAS ・WinP を

開発 した。2006 〜2008 年度 の NEDO 事業 （前

NEDO 事業）にお い て 、風力発電出力測定デ
ー

タ

を用 い た評価に よ り 、 本 シ ス テ ム が平均的に は所

定 の 精度を得 る こ とがわ か っ た 。

2 ．風 力発電シ ス テム の 改良

　 2014 〜2018 年度 に 、 発電出力予測、蓄電 を含

む制御 、 需給運 用 に よる計画的 な風力発 電 の 利用

を目指す新た な NEDO 事業が 立 ち上 げ られ、電

中研、東大、早稲 田大、筑波大、日大、気象協会 、

伊藤忠テ ク ノ ソ リュ
ーシ ョ ン ズは共同で、風 力発

電 出力 の 急 変化（ラ ン プ）に着 目 した予測手法の 開

発 を行 うこ と とな っ た 。 電 中研は 、こ れ ま で の

NuWFAS ・WinP を ベ ー
ス シ ス テ ム と して、その

改良に よ り、 予測精度 の 改善や予測信頼性情報 の

付加を 目指 して い る（図）。

2．1 ベ ー
ス シス テ厶

　 NuWIFAS ・WinP は、気象庁 の 全球数値予報値

（GPV ）を気象予報 モ デ ル （WRF ）、数値流体モ デル 、

お よび風車後流モ デル を用い て 風車 レ ベ ル まで

ダ ウン ス ケ
ー

リン グ し 、 予測 された風速 に統計モ

デ ル を用 い て予測精度を高め、経験的 パ ワ
ー

カ
ー

ブ に よ り、風 車毎 の 発 電 出力予 測値を得る 。 さ ら

に 、風車の SCADA デー
タよ り稼働状況 を推定 し、

その 稼働 状況が継続す る とす る稼働 予測 モ デル

を備える 。 前 NEDO 事業で の 国内 5 サ イ トの デ
ー

タ を用い た評価 で は 、平均絶対誤 差が 定格 の

20％以内とな っ た。

2．2 改良項 目

　 べ 一
ス シ ス テ ム の 改良の ため、以下の 開発項 目

を実施 して い る。そ の
一

部に つ い て は、ポ ス ター

で 詳 し く紹介 し て い る の で 、併せ て 参 照 され た い
。

（1）領域ア ンサ ンブル

　全球 GPV の 日本域デー
タ を コ ン トロ

ー
ル とし

て 、
こ れ に週 間ア ン サ ン ブル の摂動を加 え る形で、

領城ア ン サ ン ブ ル 用の 初期値 ・境界値 を作成 し、

15km に ダ ウ ン ス ケ ー
リ ン グ を行 うe ア ン サ ン ブ

ル ス プ レ ッ ド等に基づ き、風力発電予測の 信頼性

情報を抽 出す る。

（2）経験的手 法改良

　 500 〜 1000km 程度の 範囲の 気象場を、自己組

織化マ ッ プ（SOM ）な どの 手法 を用い て分類 し、予

測の 説明変量 と し て利用する こ とで 、 系統エ リア

（東北や北海道 など、
一

般電力会社の 供給範囲）合

計の 風力発電出力の 予測精度の 改善 をは か る。ま

た、発電出力の 確率的予測や、ラ ン プ 現象の 発生

確率予測 なども行 う。

（3）局所風況モ デル 改良

Large・Eddy 　Simulation（1、ES ）によ り 10 分以 内

の 短時間風速変動の 推定を可能 とす る。これに よ

り、強風 時 の安全対策 として の風車停止 （カ ッ ト

ア ウ ト〉 の 発生確率の 予 測精度を改善す る 。

（4）ラ ン プ現 象の要 因分析

　長期 冉1解析の 高解像度（5km 格子〉ダウ ン ス ケ
ー

リン グデ
ー

タを用 い て 、ラ ン プ現象 の 発生 しやす

い 広域気象場の 条件な どを分析 し、予測精度改善

をはか る。
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